
令和３年６月定例市議会 議案等の審議結果 

 
条    例    等 

三木市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の

一部を改正する条例の制定について 
可決（全会一致） 

「デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律」の成立に伴い、法を

引用する条例の規定について、号のずれ等を整理する。 

三木市個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について 可決（全会一致） 

「デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律」の成立に伴い、特

定個人情報の提供を管理する情報提供ネットワークシステムの所管がデジタル庁に変更さ

れることに伴い、条例を改めるとともに、法を引用する条例の規定について、号のずれ等を

整理する。 

三木市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 可決（全会一致） 

「デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律」の成立に伴い、マ

イナンバーカードの発行主体が、地方公共団体情報システム機構であることが明確化さ

れ、機構が手数料を定め、その徴収事務を機構から市に委託できることが規定されたこと

から、条例の手数料規定を削除する。 

工事委託契約の締結について 可決（全会一致） 

神戸電鉄粟生線三木駅再生事業に係る工事委託の契約予定価格が条例に定める基

準以上となったため、議会の議決を求める。 

 
予         算 

令和３年度三木市一般会計補正予算（第３号） 可決（全会一致） 

予算の総額に歳入歳出それぞれ２億９，２４８万５千円を追加し、３３８億５，

９１０万５千円とする。 

（主な内容） 

・新たに旧志染中学校に大規模接種会場を設け、接種スケジュールを前倒しするた

め、コールセンターでの予約受付体制の強化など、円滑にワクチン接種を進めるた

めに必要な経費を追加。〔3億467万円〕 

・大豆の生産拡大と収量・品質の向上等に取り組む産地に対して、新たな技術の導

入を支援し、産地の生産体制の強化、収益性・生産性の向上を推進するための経費

を追加。〔301万円〕 

・50戸以下かつ高齢化率40％以上の小規模集落住民に対するアンケート等を行い、

集落の現状と今後の意向等を調査するための経費を追加。〔120万円〕 

・一般財団法人自治総合センターのコミュニティ助成事業を活用し、緑が丘町まち

づくり協議会が屋外イベント等で使用する音響設備の更新を支援する経費を追加。

〔230万円〕 



・住民税非課税の子育て世帯のうち、ひとり親以外の世帯への「子育て世帯生活支

援特別給付金」の支給にあたり、市が把握している既存の情報を活用してできるだ

け申請を不要とするために必要なシステム改修の経費を追加。〔150万円〕 

・みっきぃ夏まつりなど、既に中止や縮小が決定している事業の予算を減額。〔2,019

万5千円〕 

令和３年度三木市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可決（全会一致） 

予算の総額に歳入歳出それぞれ３２７万４千円を追加し、９６億４，８２７万４

千円とする。 

（内容） 

・「結核性疾病及び精神病」に係る医療費の割合に応じて交付される県の特別調

整交付金の申請に必要な医療費の分析・集計を行うための経費を追加。 

令和３年度三木市一般会計補正予算（第４号） 可決（全会一致） 

予算の総額に歳入歳出それぞれ９，０９８万円を追加し、３３９億５，００８万

５千円とする。 

（内容） 

・新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、総合支援資金等の特例貸付を

既に限度額まで借りている等の生活困窮者世帯の自立を支援するため、「新型コロ

ナウイルス感染症生活困窮者自立支援金」を支給する経費を追加。〔1,700万円〕 

・既に発行した「テイクアウト応援チケット」の利用が想定を超えることとなり、

補助金を増額。〔3,000万円〕 

・神戸電鉄粟生線三木駅の駅舎建設に当たり、受託予定者との調整において、施工

条件の見直しや施工項目の追加等による費用が発生することが判明したため、駅舎

建設に係る委託料を増額。〔3,960万円〕 

・令和2年12月に市立学校で発生した生徒の心肺停止事案について、原因等の詳細な

調査が必要であると判断し、第三者による事故調査委員会を設置するため、必要と

なる委員謝礼等の費用を追加。〔438万円〕 

 

附  帯  決  議 

「第４８号議案 令和３年度三木市一般会計補正予算（第４号）」に対

する附帯決議 
可決（全会一致） 

 

人         事 

副市長の選任につき同意を求めることについて 同意（全会一致） 

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 同意（全会一致） 

 

請         願 

国の責任による「２０人学級」を展望した少人数学級の前進を求める

請願 

継続審査 

（全会一致） 

教職員定数改善と義務教育費国費負担制度拡充をはかるための 

２０２２年度政府予算に係る意見書採択の請願について 
採択（全会一致） 



 

意    見    書 

教職員定数改善と義務教育費国費負担制度の拡充を求める意見

書 
採択（全会一致） 

 


